






 ４.2015-2016年の親潮の特徴 

2015年5月から2016年10月にかけ

て親潮面積がかなり小さい状態が継

続した。この特徴を1982年からのデ

ータと比較して調べた。 

まず、月ごとの親潮面積平年偏差

を標準偏差で割った規格化偏差の時

系列を図6に示す。1994年、2000年

など親潮面積がかなり小さくなる時

期はあったが、2015年、2016年のよ

うに長期にわたって標準偏差の2倍

を越えるほど小さくなったことは 

1982年以降、初めてであった。 

親潮面積の小さい方からの月ごとの順位

を表 2に示す。2015 年 5月から 2016 年 10月

まではすべて 4 位以内であり、1 年以上にわ

たって顕著に親潮面積が小さい状態であり、

順位でみても特別な状況であったといえる。 

次に、本州東方海域における暖水の変動の様

子をみるため、東経 143～150度の 100ｍ深平

均水温の緯度-時間断面を図 7に示す。 

図３ 海洋データ同化システム(MOVE)による親潮面積の
月別時系列図(2015、2016 年)                   
図中の赤い線が実況を、灰色の線は 1982～2010 年の過去 29 年間

の平均を示しています。 濃い青は 1982～2010 年の 29 年間に出現

した親潮の面積の上位 1/3 および下位 1/3 の事例を除いた範囲を

示しています。 また、薄い青は 1982～2010年の 29年間に出現した

上位 1/10 および下位 1/10 を除いた範囲を示しています。  

図５ 黒潮系暖水の北限位置（月平均、2016 年） 図４ 津軽暖流の東端位置（月平均、2016 年） 

（2015 年、2016 年を黄色く塗りつぶし、11 位以下も掲載している） 

表２ 月ごとの親潮面積の小さい方からの順位 
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1982 年からの経過を

見渡すと、6℃以上の暖

水が北緯 43 度まで達し

ているのは 2015、2016

年以外になく、拡大図か

ら 2015、2016 年は春か

ら秋にかけて 6℃以上の

暖水が北緯 41 度から北

緯 43 度へ北上している

様子がわかる。図２に示

した暖水域及び暖水渦

が多くみられたことも含め、本州東方海域に

暖水が多く存在したことにより、親潮の南下

が阻まれたことが親潮面積が顕著に小さか

った要因と考えられる。 

親潮は亜寒帯循環の一部であり、アリュー

シャン低気圧との関係は古くから調査され

てきたことから、その経過を確認する。図 8

に 2015 年 12 月から 2016 年 2 月までの北半

球 3か月平均海面気圧および平年偏差を示す。

この図から、アリューシャン低気圧は南西部

でやや弱い正偏差であるが、北東側で強い負

偏差となっており、全体としてアリューシャ

ン低気圧は強かった。このような状況が過去

にあったのか確認するために、冬季の海面気

圧の（アリューシャン低気圧が存在する）領

域平均平年偏差の経度-時間断面及び緯度-

時間断面を図 9 に示す。2015 年 12 月～2016

年 2月は北側及び東側で強い負偏差となって

- 12 -



おり、同様の状態は、1977年、1983年、1987

年、1992年、1998年にもみられた。 

アリューシャン低気圧の勢力を示す冬季

の北太平洋指数（NPI）の時系列を図 10に示

す。2016年は NPIが負でありアリューシャン

低気圧が強かったことを示す。図 9の矢印と

同じ年に矢印を付加すると、矢印の年はいず

れも NPIが負であり、アリューシャン低気圧

が強かったことを示している。 

同様に図 6にも矢印を付加しており、矢印

の年は 2016 年を除き親潮面積が平年より大

きいか平年並みだったことがわかる。よって、

アリューシャン低気圧の変動からは、2016年

は親潮が弱かったとはいえない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 冬季の北太平洋指数（NPI：North Pashific Index）の時系列（1959 年～2016 年） 
 地図上赤枠の領域（30N～65N、160E～140W）において領域平均した海面気圧を標準
偏差で規格化したもの。（矢印は図６、図９と同年） 
（気象庁 HP より：http://www.data.jma.go.jp/kaiyou/data/db/climate/pdo/npi_index.html） 
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